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持
経
宿
台
所
の
整
理
と
平
治
宿
の
水
場
径
改
修
工
事 

 

◇
実
施
日 

６
月
１
２
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

平
治
宿
作
業
班
； 

沖
崎
吉
信
、
岩
本
信
行
、
西
克
、
湯
川
一
郎
、
梶
野
照

雄
、
生
熊
敏
男
・
千
満
子
、
高
階
美
根
子 

持
経
宿
作
業
班
； 

児
嶋
道
夫
、
大
江
加
予
子
、
畑
林
清
子 

１
１
名 

  

梅
雨
入
り
も
間
近
に
な
り
、
梅
雨
明
け
に
は
ま
た
猛
暑
が
待
ち
構
え
て
い
る

こ
の
時
期
、
登
山
者
も
少
な
く
小
屋
の
宿
泊
予
約
も
無
く
な
る
が
、
我
々
は
休

ん
で
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
行
事
回
数
は
少
な
く
な
る
が
、
管
理
・
巡
視
は

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
日
も
持
経
宿
小
屋
の
台
所
の
最
終
仕
上
げ
、
鍋
、
ヤ
カ
ン
、
食
器
な
ど

の
収
納
と
、
平
治
宿
水
場
径
の
一
部
改
修
の
た
め
出
か
け
た
。 

 

午
前
８
時
半
、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
駐
車
場
に
集
合
。
車
３
台
に
分
乗

し
池
郷
林
道
経
由
で
持
経
宿
に
向
か
っ
た
。 

池
郷
林
道
と
白
谷
林
道
は
改
良
工
事
の
た
め
５
月
１
６
日
～
１
１
月
１
７
日

ま
で
通
行
止
め
に
な
る
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
６
月
８
日
～
９
日
に
持
経

宿
に
入
る
村
吉
さ
ん
が
施
工
業
者
の
十
津
川
村
平
谷
の
松
尾
組
さ
ん
に
電
話

し
た
結
果
、
白
谷
側
５
ヶ
所
、
池
郷
川
で
１
ヶ
所
の
改
修
を
行
う
。
白
谷
、
池

郷
を
同
時
に
行
わ
ず
、
一
方
は
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
当
面
白
谷
側
か
ら

着
手
し
、
池
郷
側
の
工
事
を
始
め
る
前
に
連
絡
す
る
。
と
い
う
回
答
を
頂
い
て

い
る
。 

 

折
れ
て
い
た
池
郷
林
道
ゲ
ー
ト
も
修
理
さ
れ
て
い
る
し
、
落
石
も
殆
ど
無
く

５
０
分
で
持
経
宿
に
着
く
。
荷
物
を
小
屋
前
の
テ
ー
ブ
ル
に
集
め
、
平
治
宿
に

向
か
う
準
備
を
す
る
。
平
治
宿
水
場
の
段
差
材
な
ど
は
、
先
日
村
吉
さ
ん
が
持

経
宿
に
運
び
こ
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

持
経
宿
に
到
着 

 
 
 

 
 

 

半
割
丸
太
を
運
ぶ 

 
 
 

 
 

平
治
宿
到
着 

 

児
嶋
さ
ん
は
改
装
し
た
台
所
の
最
終
仕
上
げ
工
事
、
大
江
、
畑
林
の
お
二
人

は
運
び
だ
し
て
あ
る
食
器
や
鍋
な
ど
の
整
理
と
収
納
で
持
経
宿
に
残
り
、
８
人

で
半
割
の
丸
太
や
木
杭
を
持
っ
て
平
治
宿
に
向
か
っ
た
。 

私
は
荷
物
が
や
や
重
く
、
１
時
間
１
０
分
掛
か
っ
て
平
治
宿
に
着
い
た
。 

先
着
し
て
い
た
梶
野
、
岩
本
の
お
二
人
は
す
で
に
水
場
へ
降
り
て
い
た
。 

湯
川
君
と
沖
崎
で
ハ
ン
マ
ー
や
ト
ン
ガ
な
ど
の
道
具
を
持
っ
て
行
く
。 

水
場
す
ぐ
手
前
の
４
～
５
段
の
崩
れ
方
が
激
し
く
、
急
い
で
補
修
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
時
間
的
に
も
こ
の
部
分
だ
け
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
た

が
、
現
場
に
着
く
と
崩
れ
て
い
る
部
分
を
迂
回
す
る
形
で
道
を
付
け
替
え
る
作



業
が
始
ま
っ
て
い
た
。
崩
れ
て
い
る
場
所
は
地
中
に
岩
が
あ
り
杭
が
打
て
な
い
、

ま
た
沢
筋
で
も
あ
り
雨
が
降
る
た
び
に
水
が
流
れ
て
土
が
流
さ
れ
る
こ
と
が

理
由
ら
し
い
。
沖
崎
は
２
往
復
し
て
段
差
材
を
届
け
た
。 

 
 

 
 

 

崩
れ
た
水
場
径 

 
 
 

 
 

迂
回
路
を
新
設 

 
 
 

水
場
は
よ
く
流
れ
て
い
る 

水
場
径
の
途
中
で
は
、
生
熊
、
湯
川
の
２
名
が
痛
ん
だ
段
差
材
の
取
替
作
業
中
。 

小
屋
で
は
千
満
子
さ
ん
と
美
根
子
さ
ん
が
整
理
と
清
掃
、
窓
ガ
ラ
ス
の
拭
き
掃

除
ま
で
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

水
場
径
で
は
１
２
時
半
ご
ろ
ま
で
作
業
を
続
け
、
７
割
ほ
ど
完
了
し
た
の
で
小

屋
に
戻
っ
て
昼
食
を
摂
る
。 

午
後
１
時
過
ぎ
に
平
治
宿
を
離
れ
て
持
経
宿
に
戻
る
。 

持
経
宿
の
お
三
方
は
台
所
の
最
終
仕
上
げ
、
食
器
や
鍋
類
の
収
納
。
薪
造
り
や

千
年
桧
の
お
堂
の
御
供
や
樒
の
交
換
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
。
持
経
宿
の
内

外
も
す
っ
き
り
し
た
。 

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

 
 

 
 

 

平
治
宿
を
離
れ
る 

 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 
 

鍋
な
ど
も
収
納 

 

帰
宅
後
も
平
治
宿
水
場
の
根
本
的
な
改
修
が
必
要
だ
と
思
い
、
行
仙
宿
の
水

場
径
の
様
な
鉄
階
段
を
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
。
あ
る
あ
る
、
手
ご
ろ
な
も
の

が
見
つ
か
っ
た
。
値
段
も
重
要
な
要
素
だ
が
一
番
肝
心
な
の
は
重
量
だ
。 

分
割
組
立
が
で
き
る
か
な
ど
現
場
で
の
組
み
立
て
以
上
に
平
治
宿
ま
で
運
搬

可
能
か
な
ど
を
真
剣
に
検
討
し
て
み
た
い
。 

 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 08

：30

池
原
→09

：21

持
経
宿09

：35

→10

：40

平
治
宿13

：12

→14

：

40
持
経
宿13

：50

→15

：45

池
原 

 


